
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

クリト叙事詩(1) : ウガリット語研究覚書Ⅱ

松田, 伊作

https://doi.org/10.15017/2332780

出版情報：文學研究. 66, pp.95-131, 1969-09-20. 九州大学文学部
バージョン：
権利関係：



ク リ 卜叙事詩 (1)

ーウガリット語研究覚書 1I― 

松田 伊作

1. 序 ウガリット語楔形文字板のうち， 1930年から31年にかけて発掘

されたものに， KRTなる語が散見される文字板が3枚ある． これらは最

初の校訂本文を出した Ch.Virolleaud 1)によつて，王 Krt2)を主人公と

する一連の物語であることが判明し， I K, II K, IIIKという略号3)が

与えられた．拙稿ではこのうち最初の IKを取上げ，先に発表したアナト

神話 (VAB)4)におけると同じく，本文転字・日本語訳・註解を試みよう

とするものである．

ウガリット文学碑板のうちでは比較的よく保存された，内容的に興味あ

る物語であるため， これは公表以来もつとも多くの研究者の手がけるとこ

ろとなり， さまざまの解釈が考え出された．それらについての全体的な批

判・検討をここでおこなう余裕はない.5) 新たな資料の発見によつてこれ

までと全く異なつた解釈がなされ，従来の仮設がくつがえされるときがく

るかも知れないが，今日の状態では与えられた資料の範囲内で，先学の努

カのあとをふり返りつつ，言語学的・文献学的にできるだけ忠実に本文を

たどるのが，われわれの仕事だと考える．諸学者の主な業績は参照したつ

もりであるが， 小さな雑誌論文や絶版本など入手できなかつたものも多

く，また見落しもあるであろう．大方の教示を得られれば幸いである．

2. 碑板6) Aleppo博物館所蔵の原碑板は大きさ 21.3cm x 17cm x 

1cm, 淡赤褐色の粘土板で， VABと同じく， 表裏とも 2本ずつの線で3

つの欄に区切られている． これらの欄は書かれた順序に表面の左から I

(1-53行）， n(54-104行）， III(105-163行），裏面の右からIV(164-
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215行）， V (216-261行）， VI (262-306行）とされる. Iの上数行と下

約 1/5(従つてVIの上も）と， IIの上中央部分， Vの中央から下方にかけ

て大きな破損が見られる．

1) Ch. Virolleaud: La legende de Keret, roi des Sidonien. Paris 1936. 

11 Le roi Keret et son fils (IIK). Poeme de Ras Shamra. (Syria XXII 

1941, pp. 105-136, 197-217, XXIII 1942-43, pp. 1-20.) 

11 Le mariage du roi Keret (IIIK). Poeme de Ras Shamra. (Syria XXIII 

1942-43, pp. 137-172.) 

2) 10の語注参照．

3) IIK, IIIKの刊行と共に上記1936公刊の碑板が IKとされた.Eissfeldtの分

類番号 (cf.『アナト』 p.38) も同じ． なお本論においても Eissfeldtの番号に

従い，その後公表された碑板については Gordon(UT)に従う.IKを Gordon

は Krt,Driverは KERETI, Herdner (CTA)は14とする．

4)アナト神話ーウガリット語研究覚書 I-(「文学研究」第65輯， 1968年3月）

（本稿では『アナト』と略）．

5)この叙事詩の梗概と問題点を知るためには cf.関根正雄「イーリヤス。ケレ

ト・族長伝説ー文学史的および言語史的考察ー」（『東京教育大学文学部紀要（昭

和39年 3月）西洋文学研究』 pp.1-17).

6) CTA, Iの Pl.XX, XXIおよび IIの pp.58-67に拠る．

3. 転字本文・訳文

転字方式は cf.『アナト』 p.39. 原文の破損個所は［ ］に， また原文を修正した

個所は＜ ＞に入れて示す．訳文で（ ）の中は意味の補充である．

1[ lk] rt [ J 

町 Jml [k J 

3[ J m. k [ J 

4[ J 

5[ ] miJ(l) [ ] 

6[ J dnhr umt 

7[ J rwt.<2) 

bt 8[m] Ik.<3) it<bd><4) 

d鉗，<ab>m.lh.
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王の家はほろびた，

七人の兄弟，



tmnt. bnum 

10krt. l).tkn. rs 

11krt. grds. mknt 

12att. ~dqh. lypq 

13mtrbt. ysrh 

14att. trb. wtb't 

15tarC6> um.C7) tknCs) lh 

16mtltt. ktrm. tmt 

17mrb't. zblnm 

18mbmst. yitsp疇 p

mtdtt. glm 20ym. 

m<s>b't hn. (9) 簸11).21ttpl. 

y'n. }:itkh 22krt 

y'n. }:itk<h>(lO) rs 23mid. 

grds. tbth 

24wbtm hn. <m sp}:i. yitbd 

25Wb. pl}yrh. yrt. 

26y'rb. b}:idrh. ybky 

27btn [. r]gmm. wydm' 

28tntkn. udm'th 

29km. tqlm. ar~h 

30[k]m hm紐 c12)mtth 

31bm<. >bkyh. wy紐

32[b] dm'h. nhmmt 

遠nt.tluan 

クリト叙事詩（松田）

八人のはらからの（いた家は）．

クリトはその息子らを打たれ，

クリトは居城を荒された．

義しい女をかれは失なつた，

その正当な夫人を．

妻をめとつたのに， （妻は）去つた．

一人の母の子らがかれにあつた．

（しかし，その）三分のーはクサルに

ょって死んだ，

四分のーは悪鬼によって．

五分のーを疫神が連れ去つた，

六分のーをヤームの若者が．

そして，みよ，七分のーは剣にたおれ

た．

クリトはその息子らを見る，

いたく打たれたその息子らを見る．

その居所は荒され，

みよ，一族は全く滅びた，

世嗣がことごとく．

部屋に入ってかれは泣く，

言葉を繰返しつつ涙する．

涙はしたたり落ちる，

シェケルのように地上に，

5シェケルのように寝床に．

泣いているうちにかれは眠る，

呻恙つつ涙しているうちに，

眠りがかれに勝つた．

34[wy膵kb.nhmmt 35[ wy Jqm$. (13)そして呻きつつ帳転反側する．
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wb}:ilmh 36il. yrd. 

bdhrth 37ab. adm. 

wyqrb 38脳al.krt. 

mat<14) 39krt. kybky 

4oydm'. <n>'mn. (15) glm41 il. 

mlk[. t]r abh 42yars. 

hm. drk[t] 43kab. a[dm] 

44-52破損

s2[1m] s3[ank. J 

s3[ksp. wyrq] s4[br~. J (16) 

[y]d. mqmh 

55[ w'bd].'Im. 

tlt 56[ssw]m. mrkbt 

btrb[~J bn. amt 

57[ J nm. (17) aqny 

58[ J rm. <13) amid 

59[ wy'n]. (19) tr. abh. i1 

6od[ Jt. <20) bbk. krt 

61bdm'. n'mn. glm 62il. 

t[r Jt}:i~. <2D wtadm 

63r}:i~[. y ]dk. amt 

64u~b['tk.'Jd[. t]km 

65'rb[. bil. bmt] 

66ql). im[r. bydk] <22) 

67imr. [dbl).. bm]. ymn 

681la k[latnm. J 

69klt. 1[1).mk. d]nzl 

70ql).. m[srr. ]'~r 71dbl).. 
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すると夢の中でエールが下つた，

幻の中で人の父が．

そしてクリトに問いつつ近よる．

「何ということだ，クリトが泣くとは，

エールの優し恙しもべが涙するとは．

牡牛なる父の王座を望んでいるのか，

それとも人の父のような支配をか．」

「何のために私が（取るのか），

銀や黄金を，

かの女の代りに．

護身奴隷（や）

はしための子の馬屋にある

三頭立の馬車を

私が欲しいのは……

私がふやしたいのは……」

牡牛なるかれの父ェールが答える．

「クリ トが泣き・・・・・・

エールの優し恙しもべが涙する……・

きみの身体を洗つて赤く染めよ，

恙みの手，腕，

きみの指から肩まで洗え．

幕屋の蔭に入り，

子羊をきみの手に取れ，

いけにえの子羊を右の手に，

子山羊を両の手に．

きみのすべての供応の糧を．

いけにえの鳥の……を取れ．



~[q. bg]l. lJ.tt 12yn. 

bgl[. b]r~. nbt 

呵. lir. [mg]dl 

74而1.lir. [mg]dl. 

rkb 75tkmm. IJ_m[t]. 

sa. ydk咽mm.

db}:i. ltr 11 abk. il 

srd. b'l 78bdbl.J_k. 

bn. dgn 79bm!;,dk. 

wyrd 80krt. lggt. 

'db <23) 81akl. lqryt 

821.J. tt. lbt. bbr 

83yip. ll.J_m. dbms 

84mgd[. ]tdt. yrbm 

85'dn[. ]ngb. wy!;,i 

86!;,bu. !;,bi. ngb 87Wy!;,i 

'dn. m' 

88~buk. ul. mad 

89tlt. mat. rbt 

90]Jpt. dbl. spr 

91tnn. dbl. hg 

92hlk. lalpm. bdd 

93wlrbt. kmyr 

94atr. tn. tn. hlk 

95atr. tlt. klhm 

96y}:id. bth. sgrc24) 

クリト叙事詩（松田）

銀の鉢に酒を注げ，

金の鉢には蜜を．

塔の頂に登れ，

塔の頂に登り，

城壁の肩にのれ．

天に向けて手を挙げ，

牡牛なるきみの父ェールにいけにえを

供えよ．

きみのいけにえでバアルに仕えよ，

きみの獲物でダガンの子に．

そしてクリトは屋上から下り，

町に穀物を備えるのだ，

穀倉に麦を．

第五月のパンを焼くのだ，

第六月の食糧を．

大軍が集まつて出かけるのだ，

えりぬきの軍勢が集まつて出かけるの

だ，

大軍と共に．

きみの軍勢はおびただしい力，

（その数）三百万．

無数の農兵，

無量の槍兵

数千の束になつて行く，

万人にかたまつて．

二人のあとに二人が行く，

三人のあとに全部がついて．

独り者は家を閉ざし，
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97almnt. skr 98給kr.

zbl.'rsm疇 u.

'wr. mzl 100ymzl. 

WY$i. (25) trb io1l:idt. 

yb'r. ltn 102atth. 

Im. nkr 103mddth. 

kirby 10冦kn.sd 

105[k]m. }:isn. pat. mdbr 

106[1k]. ym. wtn. 

tlt. rb'ym 

101[b]ms. tdt. ym. 

mk. 箪 m 10s訴b'.

wtmgy. ludm叫 b<t>C26)

w I. udm. trrt 

110wgr. nn. c27)'rm. 

細 111pdrm.

s't. bsdm 112}:itb<t>C28) 

bgrnt. }:ipst 

113s't. bn<p>k. <29)姐ibt

b<m>qrc3o) 114mmlat. 

dm. ym. wtn 

115tlt. rb'. ym. 

<h>ms 116tdt. ym. 

蒻k.al. t到 117qrth.

abn. ydk 118msdpt. 

whn. s函m 119脳b'.

wl. Y如.pbl 120mlk 

lqr. tigt. ibrh 
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やもめは身代りを雇い，

病人は床から起きょ，

めしいは吉兆を占い，

新婚の男は

他人に妻を渡すのだ，

見知らぬ男に愛しい女を．

野に住む鰹のように，

荒野の隅の飛鰹のように，

行け，一日，そして二日目，

三日目，四日目，

五日目，六日目．

そうして七日目の太陽と共に

ぎみは着<'大いなるウドムに，

水ゆたかなウドムに．

そしてその町々に留まり，

その村々をうかがえ．

薪拾う女らは野に……，

（麦）集める女らは脱穀場に，

水汲む女らは井戸に……，

（水）満たす女らは泉に．

じつとしていよ，一日，そして二日，

三日目，四日目，

五日目，六日目．

きみの矢を町に放つな，

きみの手の石を砦に．

そして，みよ，七日目の太隠と共に，

王パビルは眠れない，

雄牛のうなり声に，



叫 ql.nhqt. l:imrh 

呵 g't.alp. l:irt. 

唸t123klb. 9pr. 

wylak 124mlakm. lk. 

'm. krt 125mswnh. 

tl:im. pbl. mlk 

126ql:i. ksp. wyrq. br9 

127yd. mqmh. 

w'bd.'lm 

叫 lt.sswm. mrkbt 

129btrb9. bn. amt 

13oql:i. krt. 

slmm嗅 1mm.

wng. mlk呵 bty.

rl:iq. krt 13311:iiry. 

al. t9r 134udm. rbt. 

wudm trrt 

135udm. ytn<t>. <32) il 

w遥n136ab. adm. 

wttb 137mlakm. lh 

Im. ank 

138ksp. wyrq. br9 

myd. mqmh. 

w'bd 140'lm. 

tlt. sswm. mrkbt 

141btrb9t. bn. amt 

142pd. in. bbty. ttn 

クリト叙事詩（松田）

聰馬のいななきに，

耕牛の嗚く声に，

猟犬の吠える音に．

そこで（王は）使いを二人きみに遣る，

クリトに向つてかれの使者を．

『王パビルのお告げ，

取れ，銀と黄金を，

かの女の代りに．

護身奴隷と

129はしための子の馬屋にある

128三頭立の馬車を．

取れ，クリトよ，

講和の贈物をおだやかに．

そして去れ，王よ，わが家から，

遠ざかれ，クリトよ，わが屋敷から．

手向うな，大いなるウドムに，

水ゆたかなウドムに．

ウドムはエールの与えたもの，

人の父の賜物．』

だが恙みは二人の使いをかれに帰せ．

『何のために私が（取るのか），

銀と黄金を，

かの女の代りに．

護身奴隷（と）

141はしための子の馬屋にある

140三頭立の馬車を．

そんなものではなくて，わが家にない

ものを呉れ，
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143tn. ly. mtt. l)ry 

144n'mt. spl). bkrk 

145[d]k. n'm.'nt. n'mh 

146km. tsm.'ttrt. ts[mh] 

1喧 qh.ib. iqni. 

'p『p]h 148sp. trml. 

tl).grn[. J dm[ J C33) 

149a如lw. b~p.'nh 

150dbl).lmy. il. ytn 

151bdrty. ab. adm 

152wld. sp];i. lkrt 

153wglm. l'bd. il 

154krt. ybt. wl;ilm 

155'bd. il. whdrt 

156yrtl:i$. wyadm 

157yrl:i$. ydh. amth 

158U$b'th.'d. tkm 

159'rb. bil. bmt. 

lq}:i 160imr. dbl). bydh 

呵 la.klatnm. 

162klt. 11:imh. dnzl 

163lq}:i. msrr.'$r. db[l:i] 

164y$q. bgl. l:itt. yn 

165bgl. brs. nbt. 
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ムシト・ハラヤを私に呉れ，

優しいむすめのきみの長女を．

その優しさはアナトの優しささなが

ら，

その美しさはアシタルテの美しささな

がら．

その瞳は輝やく瑠璃，
アラパスター

その眼は雪花石膏の鉢．

……がかの女を包む．

かの女の眼差の中に私は休らおう．

私の夢の中でエールがそれを呉れたの

だ，

私の幻の中で人の父が．

クリトに子供が生れる，

エールのしもべに男の子が．』

クリトが目覚めると，夢だった，

エールのしもべ（が目覚めると），神顕

だった．

かれは身体を洗つて赤く染める，

かれの手，かれの腕．

かれの指から肩まで洗う．

幕屋の蔭に入り，

いけにえの子羊をかれの手に取った，

子山羊を両の手に．

かれのあらゆる供応の糧を，

いけにえの烏の……を取った．

銀の鉢に酒を注ぐ，

金の鉢には蜜を．



w'ly 166J?r. mgdl. 

rkb 167tkmm. }).mt. 

函a168[y Jdh. smmh. 

dbl). 169ltr. abh. il. 

詞 110[b'l].c34) bdb}:J.h. 

bn<. >dgn 111b[m]~dh. 

yrd. krt 172[lg]gt. 

'db. akl. lqryt 

173}:J.tt. lbt. bbr 

174yip. I}:im. dbms 

175[mg]d. tdt. yr[bm] 

176'dn. ngb. w[y~i. J 

~bu 177~bi. ng[b. wy~i. J 

『dn]178m'[. 

~Jbuh<. >u[l. mad] 

179tlt. mat. rbt 

180hlk. lalpm. bdd 

181wl. rbt. kmyr 

182atr. tn. tn. hlk 

183atr. tit. klhm 

184a}:id. bth. ysgr 

185almnt. skr 186給kr.

zbl.'rsm 18隅u.

'wr 188mzl. ymzl 

189wybl. trlJ. }:J.dt 

190yb'r. ltn . atth 

191wlnkr. mddt<h> c35) 

クリト叙事詩（松田）

そして塔に登り，

城壁の肩にのつた．

天に向けて手を挙げ，

牡牛なるかれの父ェールにいけにえを

供えた．

かれのいけにえでバアルに仕えた，

かれの獲物でダガンの子に．

クリトは屋上から下り，

町に穀物を備えた，

穀倉に麦を．

第五月のパンを焼<,

第六月の食糧を．

大軍が集まつて出かける，

えりぬきの軍勢が集まつて出かける，

大軍と共に．

かれの軍勢はおびただしい力，

（その数）三百万．

数千の束にならて行つた，

万人にかたまつて．

二人のあとに二人が行つた，

三人のあとに全部がついて．

独り者は家を閉ざし，

やもめは身代りを雇い，

病人は床から起き，

めしいは吉兆を占い，

新婚の男は

他人に妻を渡す，

見知らぬ男に愛しい女を．
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192km irby. tskn 193sd 

k}:isn. pat 194mdbr. 

tlkn 195ym. wtn. 

abr 19塔p[s]m.b[t]lt 

野に住む鰹のように，

荒野の隅の飛鰹のように，

かれらは行く，一日，そして二日目．

そうして三日目の太陽と共に

197ym[gy. J C36) lqds 19sa[trt. J C37) かれは着く， ツロなるアシラの聖所

$rm. 

wlilt 199$d[yn]m. 

tm 200yd[r. k]rt. c3s) 1' 

201iitt. atrt. $rm 

202wilt. $dynm 

zo3hm. l:iry. bty zo4iq}:i. 

a的'rb. glmt 205加ry.

tnh. <k> spm c39) 206atn. 

w. tltth. 1Jr$m 

207ylk<. >vm. wtn. 

zostlt. rbしym.

209a]Jr. 箪 m.brb' 

210ymgy. ludm. rbt 

211wudm[. tr ]rt c4o) 

212grnn. c4n'rm 

噂 rn<n>.c42) pdrm 

心 t.bsdm. l:i t b 

215wbgrn<t>. c43) }:ipst 

z16[s]'t. C44) bnpk. sibt 

wb 217mqr. mmlat. 

21sd[m. J C45) ym. wtn 

219tl[t. Jrb'. ym 
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に，

シドンなる女神（の聖所に）．

其処で気高いクリトは誓う．

「さあ，ツロなるアシラ，

シドンなる女神へ捧物を．

もしハラヤをわが家にめとり，

乙女をわが屋敷に入れられたら，

かの女の二倍を銀で与えよう，

かの女の三倍を金で．」

かれは行く，一日そして二日目，

三日目，四日目．

そうして四日目の太陽と共に

かれは着く，大いなるウドムに，

水ゆたかなウドムに．

村々に留まり，

町々をうかがつた．

薪拾う女らは野に……，

麦集める女らは脱穀場に，

水汲む女らは井戸に，

水満たす女らは泉に．

かれはじつとしていた，一日そしてニ

日目，

三日目，四日目，



220bms. tdt. ym 

221mk箪 m. b鉗

222wl ysn pbl 223mlk. 

l[qr. JC46) ti<g>t 224ibrh[. ] 

[l]ql. nhqt 225}:imr[h. J 

[lg't. ]alp 2261:irt[. J 

[lz]gt. klb 227[~]pr[. ] 

[apn]kC47) 228[pb]l[. mlk. ] 

[g]m. latt 229[h. k]y[~}:i. ] 

sm'. m'[ 

z3o]'m[ ]atty 

231[ Jtl:im 

232[ Jt t 

233[ Jn 

234[ Jh. l'db 

235[ Jn. ydh 

236[ ]. bl. i姐11:i

237[ ]h. gm 

238[ ]y~}:i 

239[ Jd.'r 

240[ Jbb 

241[ ]lmy 

242[ ]p 

243[ d]bl). 

244[ ]k 

245[ ］ 

246pn[m ] (48) 

247'm. [krt. ] (49) 

クリト叙事詩（松田）

五日目，六日目．

そうして七日目の太陽と共に，

王パビルは眠れない，

雄牛のうなり声に，

嘘馬のいななきに，

耕牛の嗚く声に，

猟犬の吠える音に．

そこで王パビルは

大声で妻に叫ぶ，

「聞けよ，．．．．．．

・・・・・•わが妻

・・・・• • お告げ

・・・・• •備えるため

・・・・••かれの手

・・・...つかわさない

……大声で

・・・・・・叫ぶ

・・・・・・しヽけにえ

顔・・・・・・

クリトに向つて……
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24swr[gm. lkrt. ]f. (5o) 

249t]Jm[. pbl. mlk] <51) 

2soq }:i. [ksp. wyrq] 2s1 ]Jr$ [. J 

[yd. mqm]h 

252'bd[.'lm. J 

[tlt] 253ss[ wm. mrkbt] 

254b[trb$. bn. amt] 

2ss[q}:i. krt. J 

［如1mm咬 1mm.J 

[al. t$r 257udm. rbt. J 

[ wudm 258trrt. ] 

[ udm. ytnt 259il. J 

[w函n.ab. adm] 

26o[r}:iq. mlk. lbty ]<52) 

261[ng. kr]t. ll:i[i]ry<53) 

262[ ］ 

263[ ](54) 

264[ ］ 

265[ ] (55) 

266m[ ] (56) 

267誌[an.ghm. wt:;;l:mJC57) 

268tl)[m. pbl. mlk] 

気高いクリトに告げよ，

『王パビルのお告げ，

取れ，銀と黄金を，

かの女の代りに．

護身奴隷（と）

254はしための子の馬屋にある

253三頭立の馬車を．

取れ，クリトよ，

講和の贈物をおだやかに．

手向うな，大いなるウドムに，

水ゆたかなウドムに．

ウドムはエールの与えたもの，

人の父の賜物．

遠ざかれ，王よ，わが家から，

去れ，クリトよ，わが屋敷から』

声をあげてかれは叫ぶ，

「王パビルのお告げ，

269ql).[. ksp. wyrq 21o]J]r~. (58) 取れ，銀と黄金を，

[yd. mqmh] かの女の代りに．

211w'bd[.'Im. J 護身奴隷（と）

[tlt] 272sswm. [mrkbt] 273はしための子の馬屋にある

273btrb~[. bn. amt] 272三頭立の馬車を．

274q[l).. J krt[. J 取れ， クリトよ，
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図mm]咬 [1mm]

al. t[ $r J 276ud[m. r JbtC59) 

wu[dm 277trr]t 

ud[m. ytnt]278il 

函na[b. ad]m 

279rl)q mlk[. lbt]yC5o) 

280n[g. Jkrt 11:ii[ry] 

2s1w[y ]'n[y. (61) kr Jt[. t]' 

2821m. ank. 

ksp zs3wyr[q. br$]C62) 

284yd. mqmh. 

w'bd 285'lm. 

tlt. sswm 286mrkbt. 

btrb$ 287bn. amt 

pd. [i]n 288bbty. ttn 

tn 289ly. mtt }:iry 

290n'mt. sb}:i. bkrk 

291dkn'm.'nt 292n'mh. 

km. tsm 293'ttrt. tsmh 

294d'qh. ib[. i]qni 

295'p'ph. sp. [t]rml 

296db}:ilmy[. il. Jytn 

297bdrty ab. adm 

298wld. spl).. lkr<t><53> 

クリト叙事詩（松田）

講和の贈物をおだやかに．

手向うな，大いなるウドムに，

水ゆたかなウドムに．

ウドムはエールの与えたもの，

人の父の賜物．

遠ざかれ，王よ，わが家から，

去れ， クリトよ，わが屋敷から．」

すると気高いクリトは答える，

「何のために私が（取るのか），

銀と黄金を

かの女の代りに．

護身奴隷（と）

はしための子の馬屋にある

三頭立の馬車を．

そんなものでなくて，わが家にないも

のを呉れ，

ムシト・ハラヤを私に呉れ，

優しいむすめのきみの長女を

その優しさはアナトの優しささなが

ら，

その美しさはアシタルテの美しささな

がら．

その瞳は輝やく瑠璃，
アラパスター

その眼は雪花石膏の鉢．

私の夢の中でエールがそれを呉れたの

だ，

私の幻の中で人の子が．

クリトに子供が生れる，
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299wglm. l'bd 300il. 

ttb'. mlakm 301lytb. 

idk pnm呵 ytn.

'mm. pbl 303mlk. 

給an304ghm. wt~]:in 

305t]:im. krt. t『]

306hwt[. nJmn[. glm. il] 

4. テクスト注

エールのしもべに男の子が．」

二人の使いは去つて帰る．

そして顔を向ける，

王パビルに．

声を上げてかれらは叫ぶ

「気高いクリトのお告げ，

エールの優しいしもべのことば．

：は異なる読み方， （ ）内は提唱者，くは根拠となる個所， 「原」は原文．

(1) : [n'mn gl] m. il<61-62(Gins, Dr) 

(2) :] rpat (UT, Dr, CTA) 

(3) [m] lk (Vir, Gins, CTA): lk (Ped) 

(4) (Ais, Gins, Dr, Gray), 原 itdb(Vir, Ped) 

(5) (Gins, UT, CTA, Dr), 原 ym(Vir, Ped) 

(6) : ttr (Ped) 

(7) (Ped, Ais, CTA etc): um<t> (Vir, UT, Gins) 

(8) (Gins, Gray, CTA): akn (Vir, Ped, UT, Dr) 

(9) (UT, Dr, CTA etc), 原 mrb'thn

(10) (UT, Dr, CTA etc), 原 l)tkp

(11) (Vir, Ped, UT, Dr): btmhn (CTA) 

(12) (UT, CTA, Ais, Gray): tmb mst (Vir, Ped, Gins, Dr) 

(13) (Gins, UT, CTA): wygm gg (Vir, Ped) 

(14) : mnm (UT) 

(15) <61, 原 a'mn

(16) 52-53<137-138, 282-283 

(17) : [tn. b] nm (Gins, Dr) 

(18) : [tn. ta] rm (Gins, Dr) 

(19) (Vir, Ped, Gins, CTA, Dr) 

(20) :d[y]k (Gins), d[mq]t (Dr) 

(21) 62-73<156-166 

(22) : ql) im [r. dbl) bydk]<l59-160 (Vir), しかしこの為には余白が狭すぎる．

(23) : y'db (Dr) 
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クリト叙事詩（松田）

(24) : ysgr(?) <184 (Dr) 

(25) : wy<y>!;,i (Gins), wy<s>!;,i (Dr) 

(26)原 rbm

(27) : wgr. <a>n (Gray) 

(28) (Ped, Gins, Dr): 1:ttb<214 (CTA), 原 1:ttbh(Ais, UT) 

(29) <216, 原 bnk

(30) <217, 原 bbqr

(31) <220, 原 yms

(32) (Vir, Dr, CTA, UT, Ais), 原 ytna

(33) : [u] dm (Ped, Gins) 

(34) 170-178<77-88 

(35) <103, 原 mddt

(36) (Vir, CTA): ym [gyn] (Gins, UT, Dr) 

(37) <201 

(38) (Ped, Gins, U f, Dr, CTA etc): yd [bl:t.] (Vir) 

(39)原 wspm

(40) <109 

(41) (Dr, UT, CTA): <y>grnn (Vir, Gins), gr. <a>n (Gray) 

(42)原 srna:sarna (Vir) 

(43) (Gins, Dr, CTA), 原 wbgrnm(UT) 

(44) <113 

(45) (CTA): [wy]/dm (Ped), [ ]/dm (UT), <y>dm (Gins), [y] dm (Dr) 

(46) 223-226<120-123; ti<g>t: 原 tiqt

(47) 227-229 (Gins, UT, CTA) 

(48) :pn [m. idk. lt]tn<30l-302 (Gins, Dr), pn [m. al. ttn] (CTA) 

(49) :'m. [krt. t]'(Gins, UT, Dr, Gray),'m. [krt. msw] n (CTA) 

(50) (Gins, UT, Dr, CTA, Gray) 

(51) 249-259<125-136 

(52) <279 (CTA): [wng. mlk. lbty] <131-132 (Gins, UT, Dr) 

(53) <280 (CTA): [rl:tq•kr] t. 11:t [?] ry<132-133 (Gins, UT, Dr) 

(54) 263-265<300-302 (CTA) 

(55) : [idk. pnm. lytn] <301-302 (CTA), [idk. lttn. pnm] (Gins, Dr) 

(56) : ['] m [. krt. mswnh] (CTA), ['] m [. krt t'] (Gins, Dr) 

(57) 267-268 (Gins, UT, Dr, CTA, Gray) 

(58) 269-275<126-131 
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(59) 276-278<134-136 

(60) : $dY /n [m] krt (Vir) 

(61) (CTA): w [y]'n (Gins, UT, Dr) 

(62) <138 

(63) <152, 原 lkrk/t

5. 語注

はじめの数字は本文の行， イタリック体は「形式」， IIは 「対句」，：は「対応」，

［ ］は母音推定形，~~は意義または訳．欧文略号は最後に掲げる．

8. itbdを Pedらは原文のまま itdbと読み， 'db(: ak. adabu)の

Ifta'ala, inf. として＜君に (lk),七日の (dsb'ym)戦斗がある＞とする

が， これは七と八との対句 (cf. 『アナト』 p.63)を無視したものである．

itbdは 'bd(:hb.'bd)の Gtで， 24のyitbd(impf)に対しこれは pf.

すると現在のところ Gt,pf. の唯一の例となる (cf. 『アナト』 p.60) 0 

dは mlkではな<btにかかる．

9. 「はらから」 lit.~舟の子ら＞

10. krtは Vir以来hb.Krett~ クレタ人＞と結びつけて Keretと読

まれる． しかし語形のこのような型はウガリット語固有のものではないし，

本来民族名である KretiとKrtを結びつける傍証も見出せない．一方ウガ

リット語との濃厚な親族関係が証明されるアッカド語には kuru(m)~ こ

びと＞から派生した Ku-ri-tum,Ku-ri-tu/tiなどの人名がみられる (AH

W, I, p. 512)ので，一応これに拠つて [kuritu(m) Jと想定しておく.Jir 

(p.85n)は一貫してKuritiとする.0 IJ,tkはIAB:IV35ではabと対句をな

し， IVAB:III35では bnと同義に用いられているので，男性の親子（い

ずれか）を表わすと考えられる．—n を Vir, Pedらはp.lとして， ここ

は 21aまで Krtに対する ilの命令とされる． 又 Ais(MK)はこれを

＜我らの主君よ＞と訳し， Krtに対する使者の報告とする. orsをVir

らに従い hb. rss~ 滅ぼす》と対応させるが， Vir, Pedが imprとす

るのに対し，われわれは Ais(WU)に拠つて ptc,passと考える．
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クリト叙事詩（松田）

11. grdsを Pedらは rsの目的語とし ht.gurtasにより＜砦＞と

訳す.Aisは次の＜妻の居所)>(mknt att)の地名とする．拙訳は rs¥¥

grdsと考え， syr.gardes<t: 剥ぐ， etp.滅ぼされる＞を援用する (Gray).

12. $dqは13.ysrと共にセム語共通 (akには $dqを欠く）の重要

な単語だが， adn$dq,b'l-$dqなどの人名 (cf.hb. Malkz-$edeq) を除

いては， ここだけしか現れない． これらが対語をなす例は申命32:4$ad-

dzq wy膝arha'などの他， フェニキア語の一碑文に hmlk$dq wmlk ysr 

lpn'l gbl (DISO, p. 243, 40)がある． これらの例から考えて， ここに表

現されていない事実はどうであれ， $dqとysrを＜法に適つた)>(Gins, 

Dr, Jir, Gray, cf. 柴山栄「ウガリット王国の社会構造」 『オリエント』

X, Nos. 1-2, 1967, pp. 96-97.)とするのは行過ぎで， これは単なる修辞

的表現だと見たい 0 lypqは否定の l+ypq (✓pwq: ph. pwq <見出

す)>cf. DISO p. 226 ; hb. yapzq歳言3: 13 etc.) 

13. mtr/Jt <婚資を払つて得た女)>(: ak. tir/Jatu <婚資><ra仰
ヽ

<t:(男が）性交する)>) II att. Virは 14の tr/J を月神の名前とし，

mtr/Jtは <t:les(femmes) de la tribu de Terab)>と考えた．

14. tr{Jは此処では＜婚資を払う→めとる＞という動詞の pf,s. 3. m 

であつて (Gins,Dr), <t: 婚資＞という名詞 (Ped,Ais)ではない0tb't 

は本文書300のような定型的表現に多く現れ，＜去る，遠ざかる＞とする

のが妥当 (Gins,Ais, Dr); これを「死ぬ」の婉曲表現だとする説につ

いては，関根正雄教授の上掲論文参照．

15. tar: hb. s'er, ak. szru <肉→肉親恥 Aisは前行までに語られ

た第一夫人に対し， これは第二夫人の名前，次行以下の数詞は第三～第七

夫人のことだと考える． 即ち彼によれば Krtに七人の妻があり，それが

皆死んだということになる．

16. mtltt: hb. msulleset (slsの pu,ptc, s. f), ar. mutallatat 

(tltのII,pass, ptc, s. f) <t: 三分された＞で， 旧約（創15: 9 etc.)の

例から年令ととる (Gray) ことは可能だが，序数 (Ais)は不可．拙訳の
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ようにすると 1/3+1/4+ 1/5+ 1/6+ 1/7号 1だから， 子らがみな死んだ

(cf. 24, 25) という叙述に合う．但し此処では数学的正確さが問題なの

ではなく，七を頂点とする漸層法である. (cf. 106-7 etc.). 女性形をとつ

ているのは tarが集合名詞だからか. O ktrmをsyr.ksr'~ 健康＞によ

つて~in full vigour~ とする Gasterの説に Grayも賛成するが， この

意味は ak. kasaru~ 恢復させる ~(cf. hb. ksr) から後に発展したも

ので，そのまま此処には適用できない. Grayは上述のように数詞を年令

ととつて， 「三オでは健康の中に完全だった (tmt)」のが，七オに至って

鋤に倒れた， と考える．また＜健康のうちに死ぬ~(Gins, Jir) というの

は，次の zblnm~病によつて＞との対句としても，艇理であろう．我々

は zbln,rsp, {Jlm ymと並べてこれも神名と見る．ただし， ktr(=Ku-

sarru, cf. Astour, p. 354 etc.)は上述の ak.kasaru等と同根の「エ

芸の神」なので， ここの文脈に合わないとの反論はなされよう. -mは副

詞的後罹詞. O tmtは mt(sem)の impf,s. 3. f. 

17. mrb't, 18. m加mst,19. mtdtt, 20. msb'tは上記mtlttと同じ型．

17. zblは zblym (IIIAB: A7, 14, 16, 22, 24, 29, C8, 16, 21, 

23), zbl b'l ar$ (I*AB:VI 10 IAB:114 III-IV 3, 9, 21, 29, 40 VA 

B: A3), zbl b'l (III AB:A8, B 38, 43 IMF:r.10), zbl yr/J (ID:164) 

のように神名を伴なつて用いられ≪Furst≫(Ais,WU'878)とされる. cf. 

ba'al zbub (列王下 1:2, 6); Bee(A)こe{dov,1&px(J)vて砂如cμo珀砂

（マタイ 12:24ルカ11:15, 18) cf. UT§19, 816 

18. yitsp~ 自分のために集める＞は 'spの Gt,impf, s. 3. m で主語

は rsp:hb. reset (II deberハバクク 3:5, 申命32:24, 詩78:48) 

19. {Jlm (: hb.'elem, ar. {Julam)は {Jlmil (IK 40 etc), {Jlm b'l 

(IVAB: II 3)のように神名を伴なつて用いられ， ym (:hb. yam, ar. 

yamm~ 海~)は「海の神」として頻出する (cf. 上記 zblym; 更にbn

ym: SS 23, 59, 61). 此処は諸説があり， 例えば Grayは {Jlmをar.

?Ulam~ 闇＞と対応させ， ym を＜日~(:hb. yom, ar. yaum)と考える．
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クリト叙事詩（松田）

20. hnは接尾辞 (Gins,etc.)ではなく，間投詞(:hb. hen, ak. 

ennu/a, ar.'inna). このような漸層法的表現の頂点に屡々現れる (cf. 

117). 

22. y'nは《う五の impf,s. 3. m; Ped, Ais は ✓'ny<(答える＞と

し， これ以下をクリトの返事とする．

24. btm hn: b-(prep) + tm (:hb. tom <(完全)>), hnは間投詞

(Ped, Dr, Gray); Pedは bt-m≪dasHaus≫ とする．

25. bp!Jyrh II btm, cf. ak. pu!Jru, ph. mplJ,rh<f;'.: 全体＞

27. btnはb(prep)+✓ 伍y(:hb. snh) O前置詞句+wという構文は
cf. 倉U3: 5 byom'akolkem mimmennu wnipqlJ,u'enekem. etc. 

28. tntkn (:hb. ntk, ak. nataku <(したたり落ちる)>)Goetze (p. 

300)はこれを ID82 wl. ytk. dm ['th]の ytkと対立させ， ウガリッ

ト語にtaqat(t)alu形と taqtulu形（即ちこの場合[tanat(t)ak-Jと[yat-
tuk-<*yantuk-])の対立があることの証拠の一つとするが，我々は Ped,

Aisらと共に前者を N,impf [tinnatikuna] (cf. hb. ntk N<f;'.: 注がれる)>),

後者を G,impf [yattuku]と考える．

29, 30. 「シェケル， 5シェケル」はそれぞれ重さを計る分銅 (hb.

seqel, ak. siqlu) 0 km/Jmstを Gordonらは k+ml:Jmstと切る (UT

§19. 973)が， 我々は ID:82 dm『h]km 83rb't. tqlmにおいて km

で行が終つていることから km-/Jmstと切る0 ar$h, mtth の—h は 'h

locale' 

31. bmはb(prep)+m(adv), cf. k,......,km (145-6, 291-2), [,--.....,[m(lOl 

-2) O nhmmt を ✓nhm (:ar. nhm<(呻<)>)の女性名詞の 'adverbial

accusative'とする説 (Gray)は疑問だが一応これに従つておく．

33. tluan は ✓I'y(:ph. l'y <<強い)>ak. le'u), のD,impf, s. 3. f 

(UT§19, 1342), -nは s.3.m

35. yqm$についても諸説紛紛. ar. qm$ <(とびはねる＞によつて

<((驚いて）飛び上る)>(Ais, Gordon, etc) とするのは文脈に合わない．
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拙訳は ≪rolled,tossed about, was restless≫(Dr)に拠る意訳．

36. dhrtは此処にだけ現れ，パラレルな 151,297では drtとなつて

いるから誤記であろう. drtは殆んどすべての個所 (IAB:III-IV 5, 11 

I K 151, 297)で此処同様 f:zlmの対語であるからぐ幻＞と訳す．

37. ab adm <人の父＞が「エール」を指すことは殆んど疑えないが，

かかる表硯は本文書独特である (cf.43, 136, 151, 278, 297) 

38. mat: cf. hb. mz'att (ルツ 3:16). 但しウガリットには m だ

けの疑問詞の例はない．

40. {Jlmを Grayはar.{Jalima <(性欲に燃える＞から<((性的能力

の旺んな）若者＞とする.ar. {Jlmとの対応は疑えないが， 153等にやは

りkrtの対句として 'bdilがあるので， {Jlm (: ar. {Jul am <(奴隷>,

hb.'elem)を 'bd<(奴隷＞の類義語とする.cf. 19注．

41. 「牡牛」については cf. 『アナト』 p.62

53. yrq (hb. yaraq <(黄～緑>, et. warq <金>, ak. a/e/urqu 

＜黄～緑>)は此処のように l:Jr$を伴うと恙 (IK126, 138, 250, 269, 283) 

も単独 (IIAB:IV-V6, 11 ID: 54)でも，必ず ksp<銀＞と共に現われ

る． だから yrqは /:Jr$<(金＞の修飾語又は類義語（例えば 'electrum'

Gray)とも考えられるが，詩68:14に kesepの対句として yraqraqf:zar硲

があるから， yrq/:Jr$を＜黄金＞と訳す．

54. yd mqmh: Gordonらは ydをサム下19:44などの yadotによ

り＜部分＞とし＜彼女の身代（土地）の一部＞のように訳す． 但し hbの

場合必ず数詞を伴なう.Pedは ydを prepと考え＜その（＝金と銀の）

場所において→貯蔵所にあるだけ＞とする．我々は同じく ydをprepと

しつつ， mqmには bimqom<代りに>(ホセア 2:1)を援用する.Gray 

の訳は<(Gold) in token of her value>と，独特である．

55. 'bd'lmは Vir以来 'ebed'olam<終身奴隷~(申命 15:17, サ

ム上27:12) と対応させられるが， Ped(pp. 97-8)は I*AB:II12, 20 SS: 

42, 49 ID: 167-168 における 'lmの用法（特に cf.I* AB: II 12'bdk 
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クリト叙事詩（松田）

an wd'lmk <(私はあなたの奴隷であり，あなたの 'lmのもの)>)から 1叩

は'seinePerson, seine Seele unter irgend einem Gesichtspunkt'で，

'bd'lmは <(derHerrn nahestehende Sklave)> だとする． 拙訳はこ

れに従う.AisはPedが引用した例は ≪leibeigenerDiener≫(WU. 2037) 

としながら， 我々の個所の 'lmは〈〈kundig, wohlunterrichtet≫(: ar. 

'alima) (WU. 2035) としている．

tlt sswm mrkbt <(三頭立の馬車； lit. 三頭の馬（と）車)>Otrb$はak.

tarba$U <(家畜小屋＞の借用か． これを ar.rabaqaと， また amtを ar.

'mmと対応させて btrb$bn amtを<(withyokefellows well-matched)> 

とする Grayの解釈は巧妙すぎる．われわれは bnamtを旧約の例にな

らつて 1人称の敬譲的表現と見る． もつともここでは ben'amateka(詩

86 : 10)のように相手を表わす接尾人称代名詞を伴なつていないし，また

クリトの返答の中にもこのままの形で現れるが， これは定型的表現の反復

と考えてよかろう．

58. amidは加'd(cf. hb. m'od, ak. ma'adu, ar. ma'ada) の

D, impf, s. 1 ['ama'idu] 

62. trt[isは r[z$(sem)の Gt,juss, s. 2. m [tirtal.J.is] O tad叩は

'dmの N,juss, s. 2. m [*tin'adim>ti'adim]? 

64. cf. 出エジ30: 18-21 40 : 30-32 

65. {Jmt: ar. !Jaymat <(幕屋)>Oydは ymn<(右手＞と対になる

ときは＜左手＞の意味だ， と Dahoodはいう (UHPp. 60§1072; HW  

pp.44-5) 

66. q}; は lq};(159)の impr,s. 2. m [qal.J.J 

68. lla [lala'a] (: ak. lalu)は *lluの s.acc. s. gen. は lli(I AB: 

II 23 etc) , p. acc. はllim(IIAB:VI 43 etc) 0 klatn (:hb. kil'ayim, 

ak. kilattan, ar. kilani), -mは adv. Grayは mimmikl'oteka(詩

50: 9)により<((入口に二つの導入壁を備えた）犠牲の動物の囲い＞と

する．
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69. nzlの意味にも定説がない. ar. nzlは＜馬から降りる＞の原義

から二次的に＜宿をとる)>, <食事する＞の意味が派生し，名詞 nuzlは

＜客をもてなす食物＞をも表わす． 我々は Aisらと共に一応これに従う

が， Grayも指摘するようにアラビア語における二次的意義をそのまま当

てはめるのは危険であろう． しかし Gray自身の ar.ndl<隔離する＞に

よって ≪(breadof) affliction, (meat of) seclusion≫ とする解釈も納得

し難い． なお Gordonによれば食糧供給の場所の名の一つに nzlがある

という (UT§19.1629) 

70. msrrは Ped,Gins らによつて鳩のような烏の一種とされ， Ais 

は一種の小刀， Gordonは烏の内臓 (ar.sirr<内臓)>)を考える0'$r:

ak. i$$UYU(m)<烏＞

71. $qは J$q(164: hb. J$q<注ぐ)>)の impr,s. 2. m [~iq]O gl: 

hb. gullah <鉢)>,ak. gullu <皿)>OIJ,tt. cf. ht. b,attus <銀＞

72. nbt: hb. nopet, ph. npt, ak. nubtu <蜜＞

73.'lは 'ly(sem)の impr,s. 2. m『al].165の 'lyは pf,s. 3. m 

『alaya]

74. l?rは l(prep)+訂 (ar.,?ahr, ak-. $iJru <背)>). cf. b?r<上

に)>(II AB: 135) 

75. t.kmmは t.km(: hb. sekem <背，肩)>)+-m adv. O屋上での

供物は cf.エレミア19: 13 32 : 29, 列王下23: 120 J;mt: hb. IJ,omah, 

EA. b,umitu <城壁)>Osaは ns'(167:hb. ns', ak. nasu, ar. ns' 

＜挙げる)>)の impr,s. 2. m. cf. 申命32:40 

77. srd: ph. srt <仕える)>(Vir, Ped, Ais, etc). Grayは出エジ

31:10等の bigdehasrad, LXXびてoAatAceてouprcx:,a!)の§位dをこの

＜仕える＞から解釈しようとする．

78. bn dgn 11 il (I* AB: VI 24 IAB: 16* III AB: B 19, 35, 37 IV 

AB: III 13, 15 BH: 139, II 26 IK 170). dgn (:hb dagon, ak. Da-

gみn,Daguna)はおそらくセム起源の穀物神 (cf.hb. dagan<穀物)>).
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クリト叙事詩（松田）

Mariゃ Terqaに神殿を有し， I1と Hadduに次ぐ地位を占めていたと

思われる．他の神と同じくこの名を付けた人名は ug(ildgn, bndgn)の

みならず Mari文書 (Da-gan-el,A-bi-Da-gan, etc.)にも多い.cf. 

APN, pp. 180-1 

79. bm$dは b(prep) + m$dとし， m$dは hb. $ayid2, $ildah 
~(旅の）食糧＞に対応させられる (Ais, UT, Gray etc.)が，それなら

ばbm(cf. 31注） +$dと分析すべきである．またここでは犠牲だけがい

われているのであるから $d:hb. $ayid1 <狩の獲物＞とする方が妥当

だ (Vir,Dr). ボエニ語の一碑文に zb!J,$d <~sacrifice de gibier≫(DIS 

0, pp. 244, 35)が見られる0 yrd は ✓yrd (sem)の juss,s. 3. m 

80. lggtの !-(prep)自身は連動の方向を表わさず， 此処のように

yrd とか， ngw~去る)>(131, 280), r!J,q~ 遠ざかる)>(133,279)のよ

うな，ある点からの分離を表わす動詞と統合するとぎ，くから＞と訳され

ることになる. cf. 『アナト』 pp.58, 61 0 ggt: hb. gag~ 平屋根)>O'db
は＜準備する＞の impr,s. 2. m(?) cf. UT§19, 1818 

81. qryt: hb. qiryah, ar. qiryat~ 町)>0/Jbr: ak. l:Juburu <貯

蔵庫)>. しかし， IIIK:IVS tr. f:Jbr. rbt 9 /Jbr. trrt <大いなる l:Jbr,水

ゆたかな l:Jbrの牡牛＞および qrytとの対句を考慮してbtl:Jbrを地名とす

ることも可能 (Ais,WU) 0 IJ,tt: hb. !J,ittah, arm. !J,ittta'. ar. /Jintat 

＜麦＞

83. yipは Jpy(: hb.'apah, ak. epu < (パンを）焼く＞）の juss,

s. 2. m [yipi(?) J o l:Jmsは<(5部隊から成る）軍隊)>(cf. hb. l:Jamu— 

stm, ar. l:Jamts, asa. l:Jms) も可能 (Ped,Ais)であるが， 次の tdt

yr/Jm <第六月＞の対句と考える (Ped,Gor, Gins, Gray). 

84. m{;dを Virらと共に ar.{;dw <食物を与える＞と関連させる．

Aisは Gasterに従つて ar.{;adat <暁＞により＜夜明け＞とし， 84を

＜月の第6日の夜明けに＞と解する．

85. 難解の個所であるが， 'dnを ar.'idanat<群＞と対応させ， ngb
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を arm.gbb <集める}>,ak. nagbu<{全体＞に拠つて J召るの N.ptc 

又は pfと考える (Herdner,Syria XXIII, 1942, pp. 278-285). Virは

＜ネゲブに侵入した＞とし，本文書をネゲブ地方を舞台とする歴史的事件

の叙述と見たが，今日では容れられない．その他， この個所については様

々の提唱がなされている．

86. $bu $bi: (lit) <{軍勢中の軍勢}>cf. hb. szr hassznm (Herd-

ner: 上掲論文） 0 Y$i は y$'(:hb.Y$', syr. i'a, ak. (w)a泣）の

juss, s. 3. m [ya~i'J 

87. m': ar. ma'anくー諸に＞

88. ・ul: hb, ar. ✓ 面T<力強い}>(Ped, Ais, Dr). Gins, Gray 

らは ak.awzlumと対応させ， 90.IJPt, 91. tnnと対立させて＜自由

人＞とする. O mad:hb, ar, ak ✓ 伍滋 cf.mid(23), mud (I*AB:III 

16, 17, 22-24) 

90. /Jpt: hb. !Jop況＜解放された}>, ph. !Jps≪libere, affranchi≫ 

(DISO, p. 94), ak. /Jupsu≪Angehoriger einer niederen Klasse, oft 

Soldaten≫(AHW, p. 357)により，＜解放された農奴の兵＞とする 0dbl: 

d (関係代名詞）+bl(:hb. bal, ph. bl, ak. balu) 

91. tnn <槍兵＞は Ais(WU, 2900≪Lanzentrager (?)〉〉に拠る．

cf. 柴山栄：上掲論文 pp.77-8, 注740 hg: hb. hagah <{呟く，呟き

ながら読む，考える，数える}>,syr. hega, ar. hqw; hg II spr 

92. hlkはptc.s. m(?). Ais (WU)は optativ, 3. m, Grayは ptc,

又は 'propheticpf'. とする. Gor (UT§19, 764)は hl≪behold≫

+ k (suf, s. 2)とするが180において不適当 O alpm, lrbtのlーを

'distributiv'(Ais, WU) とする. cf. 詩73:14 labbqanm <朝毎に＞

〇机dd(II kmyr): ak. /Jasasu II≪zusammenfassen≫(AHW p. 333, 

ZUL pp. 540-1). Virによれば此処はネゲブにおける戦のあとの民族移

動の様子で， /Jdd, atrはそれぞれハシス，アシェルという民族の名とさ

れる．その他諸説あり．
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クリト叙事詩（松田）

93. kmyr: ak. kamaru III≪schichten, haufen≫(AHW, p. 430) 

(Ais. WU  1332, ZUL pp. 540-1). Vir, Drは kmyr (: hb. kmo yoreh 

＜先の雨のように)>)とする．

94. atrを Ais(WU 476) により ✓Tr (: ar.'tr <{:: 跡を残す)>,
arm.'atra, ak. asru, ph.'sr <{:: 場所)>,hb.'aser)の prepとする．

96. yl:zd (:hb. yaJJ,zd, ar. waJJ,zd, syr. zlJ,zda, ak. wedum, et. 

waJJ,ada) (Ais. WU  1153) はパラレルの184では a/Jd(:hb.'e加id,ar. 

'al:zad, arm. JJ,ad, ak. (w)edu, et.'a/Jada)と書かれている. O sgr 

(:hb, arm. sgr, ak. sakaru, ar. sgr)は ptc,s.m(?) 

97. ,J声： hb. skr, ph. skr, ar. skr <{:: 雇う，報酬を払う:::}>(Vir, 
Dr, Gray). Gins, Aisは＜閉籠る)>(: ak. sigaru <{:: 鑓)>)とする.skr 

はこの inf,abs (cf. UT§9. 27), tskrはjuss,s. 3. f. 99-100のmzl

ymzlも同様

98. zblは＜悪鬼)>(cf. 17注）だが， ここは＜悪鬼に取りつかれた者

→病人)>.ZUL(pp. 538-9)は ak.zubbulu≪bettlagerig≫ によつて＜病

人＞とする O'rs:hb. 'eres, arm. 'arsa', ak. ersu <{:: 寝床)>, -m 

(adv)はここではくから＞の意 (DeL.p. 100) 

99. ysuを Gins,Grayは pass<{: (床の上に）かつがれる＞とする．

拙訳は DeL.,Gray1による. 0 前4世紀のフェニキア・ギリシァ両語

碑文 (KAI,Nr. 42)では mzln'mが &ya[OJ月砂籾と訳されている
(cf. DISO p. 146). hb. mazzalot <{:: 星座＞も同根であろう．

100. Y$i (189では ybl) は ✓y$' の ptc, s. m 0 「新婚の男」 lit.

＜新らしい婚資を出した者＞

101. yb'rは b'r(hb. b'r2 <{::D. 追いやる)>)(Gins, Gor, Ais, etc) 
の juss,s. 3. m. Drらは b'r:hb. b'が＜燃える＞として， ≪thenewly 
wed shall burn to lie again with his wife, to know his beloved≫ と

訳す．

101. ltn II 102. lm. nkr. l-lmについては cf.31注0 nkr: hb. 
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nokrt, ak. nakru, ar. nukr, et. naktr <見知らぬ>.Ped, Drらは

＜性的に知る>(: hb. hikkzr)とする．

103. mddt: hb. yadtd, ak. madadu <愛人>, ar. wadda~ 愛

する＞

104. tsknは skn(sem)のimpf,p. 3. mでirbyにかかる. impf, 

p.3で yーの代りに現れる tーについては， cf. UT§9. 14, Ais (GU) 

p. 59, Goetze p. 290n, Harris, DC p. 12 

105. h,sn: ar. l:tassun≪'gold-finch'for application to a flying crea・ 

ture≫(UT §19. 883). これに対し， Dahoodはl:tastl¥ I'arbeh (ヨエル

1: 4, 詩78:46)を挙げ， l:nをph.$Pl~ 北，西>: ug, hb. :jpn~ 北＞

で説明する (UHPp. 58). l:n についてはさらに cf.Harris, GP p. 23, 

Friedrich§56 O pat: hb. pe'ah, ak. patu~ 端，隅＞

106. 他の碑板 (IIAB:VI24-32 IID:I 6, II 32-39 IIIRp: B21-25)で

もこの ym叫n……tltrb'ym……hms tdt ym……mk bsb'ymmが現

れる．ただしこれらの個所では， IKと異なり，……で示した部分にその

間の出来事が大体同じ形式で繰返し語られる．要するにこれは七日と限ら

ず，何日も続いて同じことがなされたことを表わす型である．

107. ti≪6≫ ではなくてtdtとなつていることから， これらの数詞の序

数詞であることが分る.tn, tlt, rb', {Jms, sb'は基数詞と同形である． も

つとも， 108.bsb'のように b(prep)がつくのも序数詞に限られる. 0 mk: 

ak. ammaka, maka <其処で>. パラレルな 118では whn,195, 209で

はa/Jrとなつているから， 間投詞とも副詞とも考えられる ospsmのーm

は副詞的機能をもつ後置詞-~日没に>(Ped),~日の出に>(Gor,Gray) 

の何れも可能だが， ここは文脈上後者であろう. Ais (WU)は<(太陽

が）沈む，（または）昇る＞という動詞と考える．

108. tmgyは mgy(: ar. mq,y? <行く>)の juss,s. 2. m. 197, 

210. ymgyはimpf,s. 3. m. 他のセム語との対応には問題があるが，用例

が多いので意義は一応明らか. O udmはある地方又は国の名か. Vir, 
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クリト叙事詩（松田）

Dussaudはこれを Edom(=ak. Udumu)と同一視し， trrtは今の eふ

sera'に該当する地名とした.Albright (BASOR, 63, p. 211)はudmを

町の名とし， trrtをak.serru <小さな＞に対応させて Udmrbt <(大ウ

ドム)>,Udm trrt <(小ウドム＞という 2都市を想定した． しかし rbt,

trrtという一対の修飾語の他の碑板における用例 (cf.81注）から，対句

法的にもこれらは同一の土地を指すと考えねばならない．従つてar.tarr 

＜水豊かな＞との対応を trrtに求める Ais(WU, 2945)の説が妥当だ

といえる. Eissfeldt (ZDMG, 94, pp. 59-85) もこれを支持し， 今日の

レバノン山脈とアンティ・レバノン山脈の間の窪地に＜大きく，水豊か＞

という形容があてはまる場所が見出されるという．

110-131は 'cruxinterpretum'とされる. Gray (p. 46) によれば，

その中心は 110gr. nn (: 212 grnn)のnnで，文脈上 'energicending' 

とされるこの nnは， imprの110では正当だが， 212はpfなので説明でき

ない； さらにこれは語幹に直接つくべきなのに，前に ・word-divider'(.)

がある； ug碑文で word-dividerがないのを補うことはで恙るが， あ

るのを無視することは許されない， として， 212の nnを.anの誤記と断

定，これに従つてここ (110) もgr.anと訂正， anを ar.'ana≪go

gently, be at ease≫ と対応させ， gr.anを ≪abide,be at ease≫ と訳し

た． これは大胆というよりむしろ乱暴な解釈である． ここの—nn は 'ener­

gic ending'ではなく udm(f)を指す suf,s.3.fである. srn (=213 

srnn) の—n (-nn)も同様． この意味の—nn の前に．があるのは稀では

ない（他に約21例中4例）． 私見によれば此処は gr-nn'r-m¥¥ sr-n(n) 

pdr-mと分析され， gr, sr はそれぞれ ✓gwr (:hb. gwr <(客とし

て逗留する)>),✓swア (:hb. swr<(眺める)>)の impr, s. 2. m (212-3 

では pf.s. 3. m);'r(: hb.'zr, ph.'r)はぐ町＞で， pdrは他の碑板でも

常に 'rと対で現れるから＜村＞と訳す. -mは頻出する副詞的後置詞で

ある.srnについても諸説入り乱れており， Vir, Pedらは地名とし，特

にdeVaux (pp. 362-72)はこれを Saronaとするほか， udm,s't (111), 
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!Jtb (112), sibt (113), mmlat (114) をそれぞれに酷似した実在の地名

と結び付けて学界を驚かせた.srnを動詞として ≪reconnoitre≫ という拙

訳に近い訳を当てた Grayも，折角第1版で hb.swrを持出しながら，

第 2 版では grnn の場合と同じ理由で213の—n の処理に困つた結果，
..,, 

srnをsyr.rna≪consider≫ に対応する動詞の S形として説明している．

111, 113の s'tはおそらく ptc,fであろうが語義不明. ar. $tt'aに

ょって ≪toply to and fro, as bees≫(Grayりとするのも‘語源的に’問

題で，一便法に過ぎない. Pedは110では Virらと共に地名としながら，

113では !Jpstの目的語として＜穀物＞と訳す．

112. !Jtbt, !Jpst, 113. sibt, 114. mmlatを Virは正当にも分詞の女

性形とした．すなわち此処にはクリトの眼前に展開するウドムの女たちの

屋外日常生活が描かれているとする． これに対し，Pedはここをクリトの

軍隊の人々の活動のさまと解し， この4語を ar.fi'lat型に対応する 'infi-

nitivische Formen'とする． 我々は Ais,Drらと共に Virの解釈を採

る. /Jtb: hb, arm, ar. /Jfb~ 木を切る)>. !Jps: hb. !Jps <探す瓦

ar. /Jfs~ 集める)>. ✓I'伝 hb. s'b, ak. sabu~ 水を汲む)>. mmlat 

は ✓m『 (:hb, ar. ml', ak. malu)のD,ptc, p. f. Virは mmlatdm 

を ≪unefemme pleine de sang≫ とした．

113. npk (II mqr): hb. nibke, ak. nagabbu, nagbu, naqbu~ 井

戸＞

114. dmは dmm(:hb. dmm <動かずにいる)>)の impr,s. 2. m 

[dum], 218では pf,s. 3. m. [dam] 

116. 如： hb. /J鈴， ph.恥， ak.U$($)U, ar. !Ja?wat <矢)>0 tぎl

は 'lyのs,juss, s. 2. m [tasa'li] 
117. qrth の—h は 'h locale'O'bn: hb.'eben, syr.'abna, ak. 

'abnu, ph.'bn {'.: 石＞

118. msdptを Grayに従つてぐ砦)>(cf. ar. sdf~ 高い)>)とす

る.Pedは min(prep) +sdpt (hb. sdp~ 焦げる)>)と考え， abnを
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ar. bana <(離れている》と対応させて， ≪halte deine Hand fern vom 

V ersengen≫ と訳す． これは次の spsmを＜日が沈む＞と解したことと関

連する様だが，無理である．

119. Vir, Eissfeldtらは lを強勢辞， ysnを＜変える)>(: hb. snh) 

とする．我々は Albright(BASOR, 63, p. 30) らに従つて lを否定辞，

ysnをysn(: hb. ysn <(眠る)>)の impf,s. 3. m [yisanu] (222では

pf, s. 3. m [ya紐ina]) とする． ここは近ずく敵の気配にいち早く気付いた

動物の嗚声に王パビルが目を覚まされたことをいつているのである. 0 

pbl mlkはスメルの神 dPa-bil-sagの sag<(頭＞を sem.mlk<(王》に

おきかえた混滑語だという Virの説は Astour(pp. 300-3)によつて新た

に支持された.mlkは hb.'Abzmelekのような人名の一部ではないと考

えられる．

120. 以下の lーを Vir,Eissfeldtらはくに)>(変える）と取る． 王

が魔法によつて（？）動物の嗚声 (tigtibrh, nhqt J;mrh, zgt klb $Prを

ysnの目的とする）を他の音に変える， と考えるのである. 0 qr: hb, 

ar. qr', ak. qa頂 0tigt: hb. s'agah O ibr: hb.'abbzr 

121. ql: hb. qol, arm. qala, ar. qawl, ak. qalu O nhqt: hb. 

nhq, syr. nehag, ar. nhq, ak. naqu 

122. g't (: hb. ga'ah, arm. ge'a) O ftrt (: hb. J;rs, ar. J;rt, ak. 

eresu)<(耕やす)>,ptc, m. s O zgt (:ar. zりzりぐ低い音を出す)>,Ped) 

123. $PYをぐ鳥)>(hb.$ippor, ak. $ibaru)として klb$Prを鳥猟

のための犬とする (Ped,cf. UT§19, 2186). Ais (WU), Grayはar.

$afar <(空腹＞を引用して＜飢えた＞とする. 0 ylakは『k<(遣わす＞

(:ar, et. 『k)の impf,s. 3. m [yil'aku] 

124. lkを Ais,Gor, Jirkuらは hlk<(行く＞の impr,du. 2. m と

し， これを 'mkrtと統合させて<(Kに向つて行け＞とする． ところが『K

の16用例中 'mを伴なうこの他の 5例において 'mは何れも 『K と統合

している． ここでもそうだとすれば， lkをimprとして使者への言葉が
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lkから始まると見ることはできない．そこて我々は Gins,Dr, Grayら

に従つて lkを l(prep) +k (suf, s. 2. m)とし， lk¥¥'m krtと考える．

すると対句構造上 mlakm¥¥ mswnhとするのが最も自然で， mswnhを

≪to the camp≫(: ar. $Wn~ 守る)>, h locale)のように訳す (Gins,

Dr, Gray)のは無理である． この mswnhについても定説はなく，拙訳

は上記の点を考慮した上での推定にすぎない. Ais (WU)は msw(:ar. 

msy II~ 告げる)>)の D,impr, du. m+suf. s. 3. fとして＜彼に伝えよ＞

と訳す． この直後に t!zmに始まる告示の言葉 (cf. 『アナト』 p.57)が

くるが， この慣用句の前には稀な例外を除いて， tny~告げよ＞ゃ t$/J

＜叫べ＞のような，発言を意味する語が立つのが恙まりだから， Aisのよ

うな解釈も不当ではない．

130. slmm: hb. slamzm; -mは suf.p. 

131. slmm: hb. salom; -mは adv.O ng: ngw (:ar. ngw~ 遠

のく)>)の impr,s. 2. m. 

133. 加r:hb. l:za$ir, ak. /Ja$aru~ 柵に囲まれた場所)>,ar. 1:zaqr 

＜住居)>Q t$Yは $YY(:hb. $YY~ 敵対する)>,ar. qrr~ 傷つける)>,

ak. $i!ru~ 敵)>)のjuss,s. 2. m. 

135. usn: ar.'aws~ 贈物)>. cf. hb. yho'麻， y(') oszyahu 

136. ttbはtwb(hb. swb, ar. twb, ak. taba)のSimpr. s. 2. m. 
*stb>ttb [tutib]~ 返す)>.Vir, Aisらはく使いによつて (mlakm)返

事をさせよ＞と訳すが，この意味のときは必ず rgm~言葉＞を伴なう (cf.

hb. he紅bdabiir)から，拙訳のようにした方がよい (Dr,Gor, Gray, 

etc). 

142. pdは p (並列接続詞： ar. fa, cf. UT§12.1) +d (関係詞：

hb. zu, ar. du) O in: hb.'en, ak. yiinu, ar.'aina O ttnは ytn

(:ph. ytn, hb. ntn, ak. nadanu)の juss,s. 2. m [ tatin]. ytn: hb. 

ntnについては cf.Harris, DC p. 37 

143. tnは ytn(上述）の impr,s. 2. m [tin] O mttは Krt文書
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では常に mtt/:tryとして， IIDでは mttdntyとして現れる． 男性形

mtも2例ある.Grayは hb.mt総ela/:t,mt麻a'elを引用するが， この

hb. *mtに対応するug.mt (: ak. mutu<夫~)は全く別の単語である．

Ais (WU, 1717)は eg.ms<息子＞からの借用とし， Gordon(UT§ 

19,1579) もこれに従つて Thutmoseなどにおける eg. mose と hb.

moseh<モーセ＞との関連を想定する．一方 Astour(pp. 229-233, 302) 

は mt, mtt には＜息子~'<娘＞の意味は全くなく，一般にウガリット

の神名・人名にはエジプト語からの借用は皆無なのに対し，スメル語から

は非常に多い (cf.119 Pbl注）とし， sum.sは ug.1で表記されてい

るから， mt=sum.mus<蛇＞で， Moseもこの musと対応する＜蛇

神＞だという． こうして mtt は女性形だから＜めす蛇~' /:tryは /:trr

＜燃える＞から派生したシリアの女神の名だとし (cf.Pzhal:tzrot出エジ

14: 9民数33: 7 , 8) , hb. srp <燃える＞と sarap<蛇＞との関連を

も考慮して， mtt/:tryの原義を＜焔の蛇＞とする．なお /:tryを「フリ人」

とする Gray(第1版 p.42)の説は， フリ人は !Jryだという事実を示し

た Astour(p. 301. n)に従つて第2版では訂正された.Ais, Gorは}Jry:

hb. /:tor<自由人，貴人＞とする．母音は Astour(p. 302)の推定 [*Must-

I:Iarayya]に拠った. Jir (p. 85n) はアッカド語に基ずき＜妻 Churaja~

とする．

144. n'mt sp}J≪lit. 子孫の（中の）優しい女＞と bkrk(bkr: hb. 

bkor, ak. bukru <長子~)を‘同格’とする. sphは子孫だけでなく先

祖をも指し得るとして Pedは ≪lieblichvon Herkunft≫ とする. ≪the 

well-bred≫(UL) もこれに由ったものであろう. Dussaudゃ deVaux 

のように ≪ladescendance de ton fils aine≫ とすれば孫娘ということに

なる．

145. dーは関係詞．

146. tsm: ✓ysm (:ar. wsm <美しい瓦 ak. asamu <適わし
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い>)(Ped, Ais) 0 ここでアナトがアシタルテと共に美の典型とされ

ているが，バアル神話群においてはかの女は好戦的な女神である. (cf. 『ア

ナト』 p.55). KAI Nr. 42 (cf. 上述 99注）で 'ntm'z J:tym <生命の砦

なるアナト>='A{)刀喰 ICl)refpqNfにnとなっているのはアナトとアテー

ナーの性格と名前が似ているためであろう (KAI,II, p. 59). アシタル

テ (hb.'astoret,ak. d As-tar-tu)は列王上11: 5, 33下23:13による

とシドン人の女神であるが，早くから全シリア・パレスチナ地方やエジプ

トで豊饒神として崇拝され， フェニキア人によってギリシア世界にも伝え

られ，地中海各島の碑文にその名が残っている．

147. 'qを Pedは ak.agu によって ≪Diadem≫,Gordon (UT§ 

19, 1906)は ≪eyebrow≫ とする． 我々は Albright(BASOR 63, 1936, 

p. 31)以来のぐ瞳＞をとる. O ib: ak. ebbu <明る＜輝やく>O iqni 

は iqnu(: ak. uqnu <瑠璃>)の属格.cf. ak. uqm eb-bi (AHW p. 

180) O'P'Pは hb.'ap'appaimに基いて Vir以来ぐまぶた＞とされて

きたが， Gordon(UT§19, 1895)は＜眼＞とした. Dahood (UHP p. 

67) もこれを支持して hb.'ap'appaim('enaimと対で用いられる） も

＜眼＞であるという． なお Kohler(Lexicon) もmhb.'P'P<きらめ

<>を挙げて ≪blitzendeAugen≫ とする．

148. sp: hb. sap, ph. sp, ak. s/sappu <鉢，皿>.Gordon (UT 

§19, 178S)はミノア文書の su-puを挙げる. 0 trmlの意義は不明だ

が， Gordon (UT§19, 27 48)に従う. O tJ:tgrnの語根は J:tgr(sem) 

＜帯する，囲む>.

149. aslw: hb. slh, arm. sl'<憩う>, ar. slw <(憂いを）忘れ

る>, impf, s. 1 ['a如luwa]0 $P: hb. $Ph <見守る>,ak. $apかぐ見

る＞

150. ytnは pf,s. 3. m であって， impf (Ais, WU  1255;'temp. 

nar.')ではない. cf. 上記142注．

152. wldは yld(: hb, ph. yld, ar, et. wld, ak. alみdu<生む>)
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のpass,pf, s. 3. m(?). これを 'fut.exact.'(Ais, GU p. 49, WU  1166) 

というのは印欧語的時制体系の観点から見た意味にすぎない．

154. yl:Jtは l:Jyt(: ak. l:Jat I du, /:Jiafu)~ 目覚め（てい）る＞の impf,
s.3.m. 

155. hdrt: hb. hadarah~ 栄光，眩耀)>.

198. $Ym, $dynmのーm を suf.pとすれば「ツロ人・シドン人」

(Gins, Gordon) となる．我々はこれを副詞的後置詞と考える．ツロの聖

所とシドンの女神に Krtが同時に到着したというのは不可能だから使者
をやったのだろう， という DeLanghe (pp. 101-2)の疑問は「ツロのア

シラ」と「シドンの女神」を半形式化した対句と見ることによって解決さ

れよう.ilt (ilの女性形） は ug文書では一， 二の例を除いて常にアシ

ラと対語をなす（そのため Ais,WU  184は iltをエールの妻， 即ちア
シラの名前とする）し， ツロ (hb.$OY, Tvpos) とシドン (hb. $Zdon, 

~co伽）は『旧・新約聖書』を通じて対になつて現れることが多いのであ

る. 0 アシラについては cf. 『アナト』 p.54. アシラとツロの結合の傍
証は見出せなかった．

200. ydrは ndr(:hb, syr. ndr, ar. ndr, ak. nazaru~ 誓う)>)
の impf,s. 3. m [yiddaru<*yindaru] O krt t'は IK:281, 305 IIK: 

I-II 24, VI 15, 41-2, 54 IIIK: I 8, II 8, V22に検索される.t'は Vir

によって hb. soa'~ 高貴な＞と対応させられるが， Gordon(UT§19, 
2713) は bnt'y (Gordon 316: 7 400: VI: 22 2027: 7) に基ずいて Krt
が属する部族の名とする．

201. iittの iーは間投詞 (hb.'e,'ek). itt を Ped,Aisは hb.
'issah, ak. assatuと対応させて ≪Dame≫ とするが， これらと真に対応
するのは att(14, 102, 190 etc) であるし， ittが現れる文脈には殆ん
ど必ず， ここのように， ndrも現れる. (bm. ty. ndr. itt 105: 15 191: 
14)からこれは誓約と結びついた意味をもつに違いない. Gordon (UT§ 
19,418)は hb.yes, syr.'ztによって ≪thereis/ are≫ とし， itt……hn
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の形式を hb.l:tay……'im と対応させる． しかし hb のこの形式では

'im以下が肯定なら，そうならないことを誓うのである（例：サム前19:

6)から， ここにはそのままは当てはまらない.J. Hoftijzer (Das soge-

nannte Feueropfer, HW, pp. 114-134)は， これを「神への贈物で，誓

言の対象にもなり得る物」とし， hb.'isseh(普通 'Feueropfer'と訳され

る）の意義をもここから説明しようとしている．拙訳はこれに従った
．つ

まりこの場合の社tは205-6に言われている金・銀で， これをアシラへ

の捧物とし， これによって誓つているのである．

205. tnh, 206. tltth の—h がハラヤの何を指すかについては意見が

分れるが，婚資説が有力である. O kspm, hr$mの—m も副詞的後置詞．

227. apnkは ap(:hb'ap, syr.'ap~ さらに)>)+ nk (suf? cf. 

aphm, aphn, apn) O gm は g~声)>+madv. 

229. Y$l:tは$Wl:t(: hb. $W[z, ar. $Yl:t, ak. $叫zu~叫ぶ)>)の impf,

s. 3. m. 0 k-(:hb. kt)について， Gordon(UT§§9. 17 13. 51)はこれが

用いられるとき，その動詞は hbにおける （創18:20詩49: 16) と同じ

く，文の最後にくることを指摘した．

267. この定型的表現については cf. 『アナト』 p.59

290. sbftは 144では sp[i(cf. UT§5. 28) 

300. ttb'をPedは Gt.pfとするが， この定型的表現は I*AB:19-10

で， tb'. wl. ytb ilm. idk 10lytn. pnm.'m……となつているから， こ

の tb'の G.pfに対し問題の ttb'は G.impfとすべ恙である． またこ

こでは !(9)の前に W があるので， この lは＜……するために＞を意味

する prepではあり得ない．

301. lytbの lを否定辞とすれば ytbは ytb(:hb. ysb~ 坐る)>)の

pf, du. 3. m で＜躊躇なく》と訳される.lを強意辞ととればytbはtwb

(:hb. swb~ 戻る)>)の impf,du. 3. m で＜さつさと帰る＞となる． 我

は々302に強意の［があるから， これと並べて，後者をとる．
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略 号
1. 号に
ak 

名

ァッカド語

アラビア語

アラム語

古代南方アラビア語

エジプト語

エチオピア語

ヘプライ語

法用語

対格

副詞的後置詞

qbbr型動詞

双数

女性

qbr型動詞1)

gen属格

Gt iqtbr型動詞

impf未完了形

impr命令形

inf 不定形

inf abs 絶対不定形

juss JUSSlVe 

1)普通は特記しない．

2) これと対立する「能動態」は特記しない．
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